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令和 4年度 市政懇談会 開催議事録

開催日時：令和 4年 7月 23 日（土）午前 10 時 30 分～午前 11 時 20 分

開催場所：地域交流センター福原

出 席 者：4名

《説明後の意見交換》

１ 学校給食について

２ 行政区加入について

３ 福原駐在所について

１ 学校給食について

【意見等】

子どもが「学校の給食が美味しくない」、「ここ数年特に食べられなくなった」と言っている。クラス

メイトも美味しくないと言っているそうである。市内では給食センターで作る給食と学校で作る給食に

違いがあるのか。また外部委託による影響はないのか。

【回答】

市内の給食は笠間地区、岩間地区が給食センター、友部地区が米飯は給食センターで作り、おかずの

み自校式で提供している。給食センターの調理業務は業者に委託しているが、献立は市の栄養教諭が決

めている。

インフレによる食材の値上げなどがあるが、給食の食材の質を落とすことはしていない。給食の味に

関する意見は現時点では受けていないので、状況を担当部署や委託先に確認して後日回答する。

※後日ご意見者に以下のとおり回答

給食は「学校給食摂取基準」に基づき調理をしているので、自校式、給食センター方式とで大きな違

いはありません。また、現在のところ、各学校から給食の味付けに関する意見は特に出されていません。

２ 行政区加入について

【意見等】

行政区に加入するために負担金が 10 万円くらいかかる区があると聞く。自分も行政区から抜けたが、

行政区に未加入の場合、ごみの集積所が利用できないなど、転入者が問題を抱えている。

【回答】

地域で建設した集会所の費用負担などを転入者に求めることで、転入者が行政区への加入をためらっ

てしまう、また行政区に未加入の場合、区で設置管理しているごみの集積所の利用ができないなど課題

があることは把握している。加えて、さまざまな募金や会費の徴収が区の負担となっている。

募金の徴収をはじめとする行政区における課題について、今後関係団体と話し合いを行っていく予定

である。

皆さんには行政区に加入していただき、地域の一員として、地域の人たちと支えあって暮らしいける

よう、行政区への加入をお願いしたい。
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３ 福原駐在所について

【意見等】

今後も福原駐在所が存続するようぜひ笠間市から茨城県警や笠間警察署に要望してほしい。駐在所の

方は登校時に学校の前で見守りを行ってくれている。今後、稲田小学校の前の道路が来栖まで延伸され

ると交通量も増える。地域の安心安全のために、駐在所の改変計画などが出る前に常に必要性を伝えて

ほしい。

【回答】

数年前に交番や駐在所の再編が行われた。現時点では再編などの話は聞いていないが、駐在所は防犯

の面でも大きな役割を果たしている。笠間警察署の方と話す機会などにご意見を伝えたい。


